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開演
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アクセス

主催｜Brand new day 共催｜京都文化博物館
協力｜国立映画アーカイブ、グリオグルーヴ、手塚プロダクション、隆映社、桜映画社
特別協力｜まつかわゆま、田中晋平、Team OHNO（西原多朱/遠藤正章/小林秀野/RUBYORLA/由良泰人）、
　　　　　 TAPETUM WORKS、二瓶晃

問い合わせ先 info@brand-newday.jp
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アフタートーク

プログラム C／プログラム D
一般  500円　学生  400円 （京都文化博物館総合展示室入場料）
・ 高校生以下、文博友の会会員、障がい者は無料
・ チケットは京都文化博物館１階受付にてお求めください。
・ 高校生以下、文博友の会、障がい者の方は３階にて学生証、会員証、障がい者手帳をご提示ください。

プログラム A ／プログラム B
一般（シニア含）1,500円　大学生以下  1,000円
文博友の会会員・障がい者 1,000円
・ PassMarketにて一般、学生チケット販売中
・ 文博友の会、障がい者の方は、当日京都文化博物館３階受付にてお求めください。
・ 文博友の会、障がい者の方は３階受付にて会員証、障がい者手帳をご提示ください。

料金

上映スケジュール

アトムの足音が聞こえる

プログラム A

京都文化博物館所蔵

裸の島

プログラム C

京都文化博物館所蔵

世界は恐怖する

プログラム D

国立映画アーカイブ所蔵

めもりい, ゼロの発見
土くれ, 猫の散歩

プログラム B

国立映画アーカイブ所蔵

めもりい, ゼロの発見
土くれ, 猫の散歩

プログラム B
アトムの足音が聞こえる

プログラム A

■地下鉄「烏丸御池駅」下車 5番出口から三
条通りを東へ徒歩3分 ■阪急「烏丸駅」下車
16番出口から高倉通りを北へ徒歩7分 ■京阪
「三条駅」下車6番出口から三条通りを西へ
徒歩15分 ■市バス「堺町御池」下車徒歩2分

14:22終映 14:19終映

17:06終映

16:14終映

18:44終映

18:07終映

©グリオグルーヴ
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※開場は開演の10分前　※プログラムは変更になる場合がございます。

PassMarket
チケット購入は
コチラから

https://brand-newday.jp

アフタートーク

冨永昌敬
1975年愛媛県生まれ。 映画監督。 近年のおもな作品は『白鍵と黒
鍵の間に』（2023）、FODドラマ『僕の手を売ります』（2023）、『素敵
なダイナマイトスキャンダル』（2018）、『南瓜とマヨネーズ』（2017）など。

6月1日のプログラムA終映後、冨永昌敬監督をお迎えして
アフタートークを開催します。※プログラムAの料金が必要です。

Masanori Tominaga
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官公庁や企業などが、公益性の高い社会問題の
周知や、あるいは商品の宣伝などを目的として作
られた映画。  戦後、多くの分野でさまざまな作品
が作られました。  大野も数多くのPR映画に携わ
りましたが、今回その中から2本上映いたします。

多彩なジャンルで「音の仕事」に関わった大野。
よく言っていたのは、「自分から”営業”をしたこ
とはないんだよね。どこかから誰かが声をかけ
てくれる。それが面白そうならやる。そうしたら
楽しい仕事になるんだ」

アトムの足音が聞こえる
2010年｜82分｜カラー｜BD
配給：グリオグルーヴ

監督：冨永昌敬／ナレーター：野宮真貴／音響効
果：パードン木村／撮影：月永雄太・冨永昌敬／助
監督：原田健太郎
出演：大野松雄、柴崎憲治、柏原満、松田昭彦、
Open Reel Ensemble、村上浩、由良泰人、レイ・ハ
ラカミ　ほか

国産初のTVアニメーションとして、半世紀を超
えてもなお世界中で愛されている「鉄腕アトム」。
そこから生まれた“あの音”をつくった大野松雄
の半生を描いたドキュメンタリー。「鉄腕アト
ム」放送時の顛末から、その功績と後世に与えた
影響を紐解きその波乱の人生を追うのは、『乱暴
と待機』『パンドラの匣』『白鍵と黒鍵の間に』の
冨永昌敬監督。

手塚治さんとの“ケンカ”を楽しそうに話してく
れた大野は、後年『「鉄腕アトム」をやったお
かげで多くの人に知ってもらった。手塚さんと
は一度はケンカ別れしちゃったけど結局呼び
戻してくれた。本当に感謝をしている。あの世
に行ったら「あの時はありがとう」と言いたい』
と話していました。
　6月1日、冨永昌敬監督をお招きしてアフ
タートークを開催します。大野との出会い、撮
影時のエピソードなどうかがいます。

裸の島
1960年｜96分｜モノクロ｜35mm
近代映画協会　京都文化博物館所蔵

製作：松浦栄策／製作・監督・脚本：新藤兼人／
撮影：黒田清巳／音楽：林光／効果：大野松男／
録音：丸山国衛／編集：榎寿雄／照明：永井俊一
出演：乙羽信子（トヨ）、殿山泰司（千太）、田中伸
二（太郎）、堀本正紀行（次郎）、尾道放送劇団
※スタッフのクレジット表記は当時のままです。

　本作は近代映協が経営難により解散するかど
うかという瀬戸際に最後の賭として企画された。
製作費は新藤監督の個人出費500万円のみ、ス
タッフは僅か13人、プロの俳優は近代映協同人
の殿山泰司と乙羽信子の2人だけで、他は現地の
人に出演をお願いするという態勢で製作された。

瀬戸内・三原市沖の周囲500ｍの孤島・宿弥島
に48日間滞在し撮影された。  瀬戸内の水のない
孤島で暮らす家族、乾き果てた土地に毎日水を
運び、春は麦、秋はサツマイモを育て糧とする。
家族の労働の大半は隣の島で水を汲み、船に乗
せて、畑のある丘まで天秤棒で運ぶことに費や
される。新藤監督はそんな家族の生活、美しい風
景の中の貧しい暮らしをセリフのない映像詩で
叙情的に表現する。本作は単館系で細々と公開
されたが、モスクワ映画祭でグランプリを受賞
するに及び全世界から注目を集め、最終的には
64カ国で公開されるに至った。

大野が参加するきっかけになったのは、音楽
を担当された林光さんからの「音をやってもら
えないか」との1本の電話だったそうです。撮
影現場に実際に行き、そこに「在る」さまざま
な音を録り、新藤兼人監督に聞いてもらった
ところ『「すごくいいよ！これだ！」ってとても
喜んでくれたんだよね』と、とても楽しそうに
話していました。

1930年東京神田生まれ。映画や黎明期のテ
レビで音響制作に携わり音響デザイナーと
しての地位を固める。日本初の国産アニ
メーション「鉄腕アトム」では新しい音響表
現を作り出し後進に大きな影響を与えた。
その後数々の「万博」、科学映画他幅広い
ジャンルで活動。

90年代より京都へ居を移し、音楽家レ
イ・ハラカミのアルバム「レッドカーブの
思い出」では史上最高齢のリミキサーとし
て参加。 2010年には半生を描いたドキュ
メンタリー映画「アトムの足音が聞こえる」
が公開された。 2014年、大病を克服し京
都・龍谷大学アバンティ響都ホール（現龍
谷大学響都ホール校友会館）にて、大友良英
氏、大口俊輔氏をゲストに迎えての“音の個
展”『大野松雄「音の世界」』を開催。以後、若
い世代との交流を多く持ち、即興演奏等活
発に活動。
　またライフワークとして知的障がい者施
設、社会福祉法人大木会もみじ・あざみ寮
（滋賀県）に深く関わり、記録映画の制作か
ら寮生による創作劇での音響制作など、公
私を超えた関係は40年以上続いた。
　東京国際アニメフェア2009にて「第5回
功労賞」受賞。 2022年10月、福岡・博多で
の『サウンドデザインの歴史「オトのはじま
りを紡ぐ展」』が最後のステージとなった。

2022年12月19日、最期まで現役を貫い
たその生涯を閉じる。
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世界は恐怖する 死の灰の正体
1957年｜79分｜モノクロ｜35mm
日本ドキュメントフィルム　京都文化博物館所蔵

製作：大野忠、井上猛夫／監督：亀井文夫／撮影：
菊池周、藤井良孝／音楽：長沢勝俊／効果：大野
松雄／照明：久米光男／録音：大橋鉄也、奥山重
之助／解説：徳川夢声／協力：山崎文男（科学研
究所）、道家忠義（立教大学助教授）、斎藤信房
（東京大学教授）、三宅泰雄（気象研究所）、江川友
治（農業技術研究所）、山県登（群馬大学助教授）、
宮川正（東京大学教授）、清水健太郎（東京大学教
授）、浅利民弥（日本検査株式会社）、渡辺漸（広島
大学教授）、村地孝一（立教大学教授）、森脇大五
郎（東京都立大学教授）、三村卓雄（東京水産大学
教授）、小坂部勇（東京水産大学教授）、山下久雄
（国立第二病院）、林一郎（長崎医科大学教授）、石
井千尋（気象研究所）、伊東疆自（気象研究所）、田
淵昭（広島大学教授）、武谷三男（立教大学教授）、
草野信男（東京大学助教授）、広島原爆病院、日本
放射性同位元素協会、オリエンタル写真工業株式
会社／原爆の図：丸木位里、赤松俊子

1956年、亀井文夫監督は、わが国に原爆が投下
されて十年目にあたる1955年に広島で開催さ
れた第一回原水爆禁止世界大会にあわせて、被
爆者救済運動の一環として『生きていてよかっ
た』を企画。「死ぬことは苦しい」、「生きることも苦
しい」、「でも生きていてよかった」の三部構成で、
原爆による肉体の傷と、常にさらされる“偏見”に

猫の散歩
1962年｜26分｜モノクロ｜35mm
桜映画社　国立映画アーカイブ所蔵

文部省選定・厚生省推薦・東京都教育委員会選定
企画：中外製薬株式会社／製作：桜映画社／監
修：山本嘉次郎／原案：上田忠信／脚本：岡野薫
子／監督：大橋秀夫／音楽：大野松雄／解説：高
橋和枝

ノラ猫がみた、都会の住宅地の環境衛生、ゴミ問
題はいつの時代も頭の痛い問題。

　吾輩は猫である̶といっても僕には家がない。
それでも僕は自由。
　僕はこの町が好き。陽気はいいし、食べ物には
不自由はなし。春、僕はまさにわが世の春を謳歌
した。だがそれもつかの間、初夏になると僕の暮
らしに不吉なものが現れた。行く先々にあの気
味の悪いハエが先回りして不作法にも食べ物の
上にウジをみつける。ゴミというゴミは異様な
悪臭を放ち、僕は飢餓状態にあった。勝手口で
丸々と太ったネズミを発見、これはごちそうと
眼をこらすとネズミの体もダニでいっぱい。
　ある日、この静かな町に救急車がきて知り合
いの坊やを乗せて走り去った。ケガかと思った
ら蚊が媒介する日本脳炎だった。新聞が小児マ
ヒの流行を伝えると、奥さんたちは、予防の生ワ
クチンをもらいに保健所へ殺到。そしてやっと
人間と害虫どもの闘いが始まった。

ゼロの発見
1963年｜24分｜カラー｜35mm
国立映画アーカイブ所蔵

企画：埼玉銀行／監修：吉田洋一／脚本：大沼鉄
郎、富沢幸男／演出：杉原せつ、九里洋二、富沢幸
男／作画・アニメーション：久里実験漫画工房／
音楽：松村禎三／音響：大野松雄
声の出演：熊倉一雄、河合坊茶ほか

埼玉銀行の創立20周年を記念して制作された、
アニメーション映画。
　現在私達の生活の中には、あらゆる数字が、そ
してそれを利用した計算が、極く自然に溶け
込んでいます。この数字や、その計算はどのよう
にして生まれたのでしょうか。また、「数字と計

めもりい
1964年｜6分｜カラー｜35mm
手塚プロダクション　国立映画アーカイブ所蔵

原案、構成、演出、作画:手塚治虫／製作:富岡厚司
／原画:山本繁／動画:沼本清海／撮影:清水達正
／音楽:虫プロ作曲部／効果:大野松雄

思い出の不思議、記憶の曖昧さ、そして現実を美
化してくれる思い出というものの功罪などを描
きながら、やがては人類破滅の末に地球そのもの
が宇宙の思い出となってしまう、というふうに展
開するプライベート短編アニメです。わずか五
分の上映時間ですが、だからこそイメージがどん
どん飛躍してゆくアニメ本来の魅力が光ります。

大野松雄の仕事 feature in sound 会場＝京都文化博物館［3F フィルムシアター］2024年6月1日〈土〉・6月２日〈日〉

プログラム

土くれ   木内克の芸術
1972年｜18分｜モノクロ｜35mm
隆映社　国立映画アーカイブ所蔵

企画・製作：灰野健三、木下忠司、楠田浩之、喜屋
武隆一郎、隆映社／脚本・演出：松川八洲雄／撮
影：楠田浩之 JSC、喜屋武隆一郎／音楽：木下忠
司／音響：大野松雄

ヨーロッパなどでは美術映画の製作が活発であ
るが、日本では不活発であると言える。この種の
映画造りが活発にならない日本の素地というこ

よる心の傷を被爆者の生活実態に則して描いた。
「僕が広島、長崎を見て考えたことは、原爆や水
爆を使ってまで守らなければならないものが、
いったいこの世にあるのだろうか」、亀井監督の
問題意識は深まってゆき、本作『世界は恐怖す
る』では“死の灰”、放射線の実態にせまるべく取
材を開始する。

「流血の記録̶砂川」以後の亀井作品に参加
していた大野。『僕はあんまり人の影響って受
けないタイプだけど、亀井さんは別格だった。
すごく厳しい人だったけど、たくさん学ぶこと
があったし一緒にやれたことは、ありがたかっ
たですね』と話していました。

とが問題ではあるが、作品そのものも概して記録
ということに重点が置かれすぎて、映画であるこ
とが忘れられているように思う。その道の専門
家か好事家でないと兎角退屈を感じ勝ちである。
美術を紹介、理解させると共に映画の面白さが
あって、一般の人をもその画面に誘い込むことが
なければ、何時までも狭い内にとじこもらざるを
得ないであろう。  記録的な美術映画もより広く
多くの人に観られるようにならなければと思う。
　たまたま木内氏とテラコッタを映画として考
えたのは、得難い芸術であり、記録として置くこ
との有意義であることは勿論であるが、木内氏
とテラコッタが映像として素晴らしい効果を示
せるとイメージしたからである。しかし、まず
は人間性豊かに創造を楽しまれる木之内氏に魅
せられたからである。

楠田浩之（公開時のパンフレットより）

©グリオグルーヴ

©桜映画社

©Brand new day

©手塚プロダクション

©隆映社
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プログラムB ドキュメンタリー映画 プログラムB

実験的アニメーション プログラムB

プログラムC プログラムD

算」の歴史の中でも、特に0の発見ということは、
数字の文明史に大きなエポックをもたらしたの
です。そして人類がこの0という数字を発見し、
すべての人が使用する用になるまでの歴史は、文
明全体の歴史と深い関係があるのです。この興味
ある歴史を、メカニカルな動きをもつアニメー
ション技術を通して、極く解り易く、ユーモラス
に描こうとするものです。（公開時のチラシより）


